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 要 旨   

 

目的：問題飲酒を有する者では障害されているように見える積極的回避とその神経基盤を調べること 

 

方法：問題飲酒者 41 名と社会飲酒者 41 名に対し、MRI 内にて痛みを伴う結果を回避するプロアクテ

ィブ回避を含む確率的学習 Go/noGo課題を実施した。 

 

結果：問題飲酒者の学習速度とパフォーマンスの正確性に積極的な回避の障害が見られ、いずれもア

ルコール使用量の増加と関連していた。問題飲酒者グループでは、飲酒の動機としてのネガティブな

感情は、積極的な回避中の右前部島皮質の活性低下を予測した。対照的に、身体的苦痛を動機とする

飲酒では、右被殻の反応が低下した。これらの領域の活性化、および体性運動野との機能的接続も、

飲酒の程度と負の相関、および積極的な回避のパフォーマンスと正の相関を示した。パスモデリング

により、身体的苦痛と負の感情が、積極的な回避の神経および行動の測定値に影響を与える経路がさ

らに明らかになった。 

 

結論：アルコール乱用における積極的な回避の障害に関する実験的証拠が得られ、その神経基盤と飲

酒行動との関連性が確立された。 

 

 


